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(57)【要約】
【課題】本発明は、有機発光表示装置とそのＯＬＥＤの
劣化センシング方法 　　　　　　　　　　　 を提供す
る。
【解決手段】本発明の有機発光表示装置は、複数の表示
ラインが備えられ、各表示ラインに発光素子と駆動素子
が含まれたピクセルが複数個ずつ配置された表示パネル
と前記表示ラインのピクセルにゲート信号と前記ゲート
信号に同期されるデータ電圧を供給するパネル駆動部と
前記ピクセルの電気的特性をセンシングするセンシング
部と、前記パネル駆動部と前記センシング部の動作タイ
ミングを制御して、少なくとも一部の表示ラインのセン
シング駆動シーケンスをライン順次方式に基づいて、重
畳的にシフトさせるタイミングコントローラを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の表示ラインが備えられ、各表示ラインに発光素子と駆動素子が含まれたピクセル
が複数個ずつ配置された表示パネルと、
　前記表示ラインのピクセルにゲート信号と前記ゲート信号に同期されるデータ電圧を供
給するパネル駆動部と、
　前記ピクセルの電気的特性をセンシングするセンシング部と、
　前記パネル駆動部と、前記センシング部の動作タイミングを制御して、少なくとも一部
の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づいて、重畳的にシフト
させるタイミングコントローラと、を含む有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記センシング駆動シーケンスは、
　前記駆動素子に流れるピクセル電流をセッティングする初期化期間と、
　前記初期化期間に続いて、前記ピクセル電流による前記発光素子の動作点電圧を前記発
光素子の寄生キャパシタに貯蔵するブースティング期間と、
　前記ブースティング期間に続いて、前記発光素子の動作点電圧をサンプリングするサン
プリング期間と、を含む、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記表示パネルは、連続的にセンシング駆動される第１表示ブロックと第２表示ブロッ
クを含み、
　前記第１表示ブロックと前記第２表示ブロックはそれぞれ、
　前記センシング駆動シーケンスに基づいて順次センシング駆動されるＫ（Ｋは２以上の
自然数）個の表示ラインを有し、
　第１のセンシング駆動される表示ラインのブースティング期間内において、第２乃至Ｋ
番目のセンシング駆動される表示ラインの初期化期間が順次シフトされる、請求項２に記
載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１表示ブロックにおいて、前記Ｋ番目のセンシング駆動される表示ラインのサン
プリング期間と、前記第２表示ブロックにおいて、前記第１のセンシング駆動される表示
ラインの初期化期間は、非重畳される、請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記パネル駆動部は、
　第１区間の間、前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセルに前記ピクセル電
流をセッティングするためのオン駆動用データ電圧を順次供給し、
　前記第１区間に続く第2区間の間、前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルに前記ピクセル電流を遮断するためのオフ駆動用データ電圧を順次供給し、
　前記第１表示ブロックに属する表示ラインの初期化期間は、前記第１区間に含まれ、
　前記第１表示ブロックに属する表示ラインのサンプリング期間は、前記第２区間に含ま
れる、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記パネル駆動部は、
　前記第１区間の間、前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセルに、前記オン
駆動用データ電圧に同期される第１ゲートパルスを順次供給し、
　前記第１区間に続く第２区間の間、前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルに、前記オフ駆動用データ電圧に同期される第２ゲートパルスを順次供給する、請求項
５に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記パネル駆動部は、
　第３区間の間、前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセルにオン駆動用のデ
ータ電圧を順次供給し、
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　前記第３区間に続く第４区間の間、前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルにオフ駆動用データ電圧を順次供給し、
　前記第２表示ブロックに属する表示ラインの初期化期間は、前記第３区間に含まれ、
　前記第２表示ブロックに属する表示ラインのサンプリング期間は、前記第４区間に含ま
れる、請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記パネル駆動部は、
　前記第３区間の間、前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセルに、前記オン
駆動用データ電圧に同期される第１ゲートパルスを順次供給し、
　前記第３区間に続く第４区間の間、前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルに、前記オフ駆動用データ電圧に同期される第２ゲートパルスを順次供給する、請求項
７に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記タイミングコントローラは、すべての表示ラインのセンシング駆動シーケンスをラ
イン順次方式に基づいて、重畳的にシフトさせる、請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　後順位でセンシング駆動される表示ラインのそれぞれの初期化期間は、直前の先順位で
センシング駆動される表示ラインのそれぞれのブースティング期間内に位置する、請求項
９に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記パネル駆動部は、
　前記表示ラインのそれぞれの初期化期間の間、前記表示ラインのピクセルに前記ピクセ
ル電流をセッティングするためのオン駆動用データ電圧を順次供給し、
　前記表示ラインのそれぞれのサンプリング期間の間に前記表示ラインのピクセルに前記
ピクセル電流を遮断するためのオフ駆動用データ電圧を順次供給する、請求項１０に記載
の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記パネル駆動部は、
　前記表示ラインのそれぞれの初期化期間の間、前記表示ラインのピクセルに、前記オン
駆動用データ電圧に同期される第１ゲートパルスを順次供給し、
　前記表示ラインのそれぞれのサンプリング期間の間、前記表示ラインのピクセルに、前
記オフ駆動用データ電圧に同期される第２ゲートパルスを順次供給する、請求項１１に記
載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　複数の表示ラインが備えられ、各表示ラインに発光素子と駆動素子が含まれたピクセル
が複数個ずつ配置された表示パネルを有する有機発光表示装置の劣化センシング方法にお
いて、
　前記表示ラインのピクセルにゲート信号と前記ゲート信号に同期されるデータ電圧を供
給するパネル駆動段階と
　前記ピクセルの電気的特性をセンシングする段階と、
　前記パネル駆動段階と、前記センシングする段階の動作タイミングを制御して、少なく
とも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づいて、重畳的
にシフトさせる段階を含む有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項１４】
　前記センシング駆動シーケンスは、
　前記駆動素子に流れるピクセル電流をセッティングする初期化期間と
　前記初期化期間に続いて、前記ピクセル電流による前記発光素子の動作点電圧を前記発
光素子の寄生キャパシタに貯蔵するブースティング期間と、
　前記ブースティング期間に続いて、前記発光素子の動作点電圧をサンプリングするサン
プリング期間を含む、請求項１３に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
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【請求項１５】
　前記表示パネルは、連続的にセンシング駆動される第１表示ブロックと第２表示ブロッ
クを含み、前記第１表示ブロックと前記第２表示ブロックがそれぞれ、前記センシング駆
動シーケンスに基づいて順次センシング駆動されるＫ（Ｋは２以上の自然数）個の表示ラ
インを有する時、
　前記少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づ
いて、重畳的にシフトさせる段階は、
　第１のセンシング駆動される表示ラインのブースティング期間内で、第２乃至Ｋ番目の
センシング駆動される表示ラインの初期化期間を順次シフトさせる段階を含む、請求項１
４に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づ
いて、重畳的にシフトさせる段階は、
　前記第１表示ブロックにおいて、前記Ｋ番目のセンシング駆動される表示ラインのサン
プリング期間と、前記第２表示ブロックにおいて、前記第１のセンシング駆動される表示
ラインの初期化期間を非重畳させる段階をさらに含む、請求項１５に記載の有機発光表示
装置の劣化センシング方法。
【請求項１７】
　前記パネル駆動段階は、
　第１区間の間に前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセルに前記ピクセル電
流をセッティングするためのオン駆動用データ電圧を順次供給する段階と、
　前記第１区間に続く第２区間の間、前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルに前記ピクセル電流を遮断するためのオフ駆動用データ電圧を順次供給する段階を含み
、前記第１表示ブロックに属する表示ラインの初期化期間は、前記第１区間に含まれ、
　前記第１表示ブロックに属する表示ラインのサンプリング期間は、前記第２区間に含ま
れる、請求項１６に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項１８】
　前記パネル駆動段階は、
　前記第１区間の間、前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセルに、前記オン
駆動用データ電圧に同期される第１ゲートパルスを順次供給する段階と、
　前記第１区間に続く第２区間の間、前記第１表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルに、前記オフ駆動用データ電圧に同期される第２ゲートパルスを順次供給する段階をさ
らに含む、請求項１７に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項１９】
　前記パネル駆動段階は、
　第３区間の間、前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセルにオン駆動用のデ
ータ電圧を順次供給する段階と、
　前記第３区間に続く第４区間の間に前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルにオフ駆動用データ電圧を順次供給する段階をさらに含み、
　前記第２表示ブロックに属する表示ラインの初期化期間は、前記第３区間に含まれ、
　前記第２表示ブロックに属する表示ラインのサンプリング期間は、前記第４区間に含ま
れる、請求項１８に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項２０】
　前記パネル駆動段階は、
　前記第３区間の間、前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセルに、前記オン
駆動用データ電圧に同期される第１ゲートパルスを順次供給する段階と、
　前記第３区間に続く第４区間の間、前記第２表示ブロックに属する表示ラインのピクセ
ルに、前記オフ駆動用データ電圧に同期される第２ゲートパルスを順次供給する段階をさ
らに含む、請求項１９に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項２１】
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　前記少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づ
いて、重畳的にシフトさせる段階は、
　すべて表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づいて、重畳的に
シフトさせる段階を含む、請求項１４に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
　
【請求項２２】
　すべて表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づいて、重畳的に
シフトさせる段階は、
　後順位でセンシング駆動される表示ラインのそれぞれの初期化期間を、直前の先順位で
センシング駆動される表示ラインのそれぞれのブースティング期間内に位置させる段階を
含む、請求項２１に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項２３】
　前記パネル駆動段階は、
　前記表示ラインのそれぞれの初期化期間の間、前記表示ラインのピクセルに前記ピクセ
ル電流をセッティングするためのオン駆動用データ電圧を順次供給する段階と、
　前記表示ラインのそれぞれのサンプリング期間の間、前記表示ラインのピクセルに前記
ピクセル電流を遮断するためのオフ駆動用データ電圧を順次供給する段階を含む、請求項
２２に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
【請求項２４】
　前記パネル駆動段階は、
　前記表示ラインのそれぞれの初期化期間の間、前記表示ラインのピクセルに、前記オン
駆動用データ電圧に同期される第１ゲートパルスを順次供給する段階と、
　前記表示ラインのそれぞれのサンプリング期間の間、前記表示ラインのピクセルに、前
記オフ駆動用データ電圧に同期される第２ゲートパルスを順次供給する段階をさらに含む
、請求項２３に記載の有機発光表示装置の劣化センシング方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関し、特に、有機発光表示装置とそのＯＬＥＤの劣化セ
ンシング方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックス型の有機発光表示装置は、自ら発光する有機発光ダイオード（
Organic Light Emitting Diode：以下、「ＯＬＥＤ」と称する）を含み、応答速度が速く
、発光効率、輝度及び視野角が大きい利点がある。
【０００３】
　自発光素子であるＯＬＥＤは、アノード電極及びカソード電極と、これらの間に形成さ
れた有機化合物層（ＨＩＬ、ＨＴＬ、ＥＭＬ、ＥＴＬ、ＥＩＬ）を含む。有機化合物層は
、正孔注入層（Hole Injection layer、ＨＩＬ）、正孔輸送層（Hole transport layer、
ＨＴＬ）、発光層（Emission layer、ＥＭＬ）、電子輸送層（Electron transport layer
、ＥＴＬ）及び電子注入層（Electron Injection layer、ＥＩＬ）からなる。アノード電
極とカソード電極に駆動電圧が印加されると正孔輸送層（ＨＴＬ）を通過した正孔と電子
輸送層（ＥＴＬ）を通過した電子が発光層（ＥＭＬ）に移動されて励起子を形成し、その
結果、発光層（ＥＭＬ）が可視光を発生するようになる。
【０００４】
　有機発光表示装置は、ＯＬＥＤをそれぞれ含むピクセルをマトリクス形に配列し、映像
データの階調に応じて、ピクセル（ＰＩＸＥＬ：画素）の輝度を調節する。ピクセルのそ
れぞれは、自分のゲート電極とソース電極との間にかかる電圧（Ｖｇｓ）に応じて、ＯＬ
ＥＤに流れるピクセル電流を制御する駆動ＴＦＴ（Thin Film Transistor）を含み、ピク
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セル電流に比例するＯＬＥＤの発光量で表示階調（輝度）を調節する。
【０００５】
　ＯＬＥＤは、発光時間が経過するにつれて、ＯＬＥＤの動作点電圧（しきい値電圧）が
シフトされ発光効率が低下する劣化特性を有する。ＯＬＥＤ劣化度合いに応じたＯＬＥＤ
の動作点電圧は、ピクセルごとに異なり得る。ピクセル間のＯＬＥＤ劣化バラツキが生ず
ると、輝度バラツキにより映像固着化（Image Sticking）現象が発生し得る。
【０００６】
　輝度バラツキによる画質の低下を補償するために、ＯＬＥＤ劣化をセンシングし、この
センシング値に基づいて、デジタル映像データを変調する補償技術が知られている。従来
の補償技術において、ＯＬＥＤ劣化センシング動作は、カラーごとに独立的に実行される
。例えば、表示パネルに第１色乃至第４色のカラーピクセルが存在する場合、表示パネル
のすべての表示ラインを対象に、第１色のカラーピクセルをセンシングした後、すべての
表示ラインを対象に、第２色のカラーピクセルをセンシングし、続いてすべての表示ライ
ンを対象に第３色のカラーピクセルをセンシングした後、すべての表示ラインを対象に、
第４色のカラーピクセルをセンシングする。ここで、表示ラインは１ラインに沿って隣接
して配置された第１色乃至第４色のカラーピクセルの集合体を意味する。
【０００７】
　通常、ＯＬＥＤの動作点電圧は、画面休止状態、すなわち、システム電源は印加される
が、画面がオフの状態でセンシングされる。ＯＬＥＤの動作点電圧はＯＬＥＤを発光させ
た、後にセンシングされるので、ＯＬＥＤの動作点電圧がセンシングされる表示ラインは
、ユーザーの目に視認されるしかない。このようなサイドエフェクトを最小化するために
は、センシング時間を短縮することが最も重要である。ところが、表示装置がますます大
面積、及び高解像度化されながら表示ラインの数が増加するので、センシング時間を短縮
するのが容易でない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、ＯＬＥＤの劣化をセンシングするにあたってセンシング時間を短縮で
きるようにした有機発光表示装置とその劣化センシング方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記本発明の目的を達成するために、本発明の実施形態に係る有機発光ダイオード表示
装置は、複数の表示ラインが備えられ、各表示ラインに発光素子と駆動素子が含まれたピ
クセルが複数個ずつ配置された表示パネルと前記表示ラインの画素にゲート信号と前記ゲ
ート信号に同期されるデータ電圧を供給するパネル駆動部と前記ピクセルの電気的特性を
センシングするセンシング部と、前記パネル駆動部と、前記センシング部の動作タイミン
グを制御して、少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方
式に基づいて、重畳的にシフトさせるタイミングコントローラを含む。
【００１０】
　また、本発明の実施の形態に基づいて、複数の表示ラインが備えられ、各表示ラインに
発光素子と駆動素子が含まれたピクセルが複数個ずつ配置された表示パネルを有する有機
発光表示装置の劣化センシング方法において、前記表示ラインのピクセルにゲート信号と
前記ゲート信号に同期されるデータ電圧を供給するパネル駆動段階と前記ピクセルの電気
的特性をセンシングする段階と、前記パネル駆動段階と、前記センシングする段階の動作
タイミングを制御して、少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライ
ン順次方式に基づいて、重畳的にシフトさせる段階を含む。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式
に基づいて、重畳的にシフトさせることで、センシングに要する時間を減らすことができ
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る。これにより、本発明は、ＯＬＥＤの劣化をセンシングするにあたってセンシング時間
を減らしてセンシングライン視認現象のような副作用を最小化することで、表示装置の性
能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態に係る有機発光表示装置を示すブロック図である。
【図２】センシングラインとサブピクセルの接続例を示す図である。
【図３】ピクセルアレイとデータドライバＩＣの構成例を示す図である。
【図４】本発明に係るピクセルとセンシングユニットの一構成例を示す図である。
【図５】発光素子の劣化センシング時の図４のピクセルとセンシングユニットの動作を説
明するための図である。
【図６】発光素子の劣化センシング時の図４のピクセルとセンシングユニットの動作を説
明するための図である。
【図７】本発明の比較例による有機発光表示装置の一センシング駆動シーケンスを説明す
るための図である。
【図８】本発明の一実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケンスを説
明するための図である。
【図９Ａ】本発明の一実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケンスを
説明するための図である。
【図９Ｂ】本発明の一実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケンスを
説明するための図である。
【図１０】本発明の一実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケンスを
説明するための図である。
【図１１】本発明の他の実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケンス
を説明するための図である。
【図１２】本発明の他の実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケンス
を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は添付される図面と共に詳細に後
述されている実施の形態を参照すると明確になる。しかし、本発明は、以下で開示される
実施の形態に限定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で実現されるものであり
、単に本実施の形態は、本発明の開示が完全するようにし、本発明が属する技術分野で通
常の知識を有する者に発明の範囲を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明
は、請求項の範囲によって定義されるだけである。
【００１４】
　本発明の実施の形態を説明するための図で開示された形状、大きさ、比率、角度、数な
どは例示的なものなので、本発明は、図示された事項に限定されるものではない。明細書
全体に亘って同一参照符号は同一の構成要素を指す。また、本発明を説明するにおいて、
関連する公知技術に対する具体的な説明が本発明の要旨を不必要に曖昧にすると判断され
る場合、その詳細な説明は省略する。本明細書上で言及された「含む」、「有する」、「
成る」などが使用される場合、「～だけ」が使用されない限り、他の部分が追加されるこ
とができる。構成要素を単数で表現の場合に特に明示的な記載事項がない限り、複数が含
まれる場合を含む。
【００１５】
　構成要素を解釈するにおいて、別の明示的な記載がなくても誤差の範囲を含むものと解
釈する。
【００１６】
　位置関係の説明である場合、例えば、「～の上に」、「～の上部に」、「～の下部に」
、「～の隣に」などに２つの部分の位置関係が説明される場合、 「すぐに」または「直
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接」が使用されない限り、二つの部分の間に１つ以上の他の部分が位置することもできる
。
【００１７】
　たとえば第１、第２などがさまざまな構成要素を記述するために使用されるが、これら
の構成要素はこれらの用語によって制限されない。これらの用語は、ただ一つの構成要素
を他の構成要素と区別するために使用されるものである。
【００１８】
　本発明のいろいろな実施の形態のそれぞれの特徴が部分的または全体的に互いに結合ま
たは組み合わせ可能であり、技術的に様々な連動及び駆動が可能であり、各実施の形態が
互いに対して独立的に実施可能することもでき、関連の関係に一緒に実施可能することも
できる。
【００１９】
　以下、添付された図面を参照して、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の実施の形態に係る有機発光表示装置を示すブロック図である。図２は
、センシングラインとピクセルの接続例を示す図である。そして、図３は、ピクセルアレ
イとデータドライバＩＣの構成例を示す図である。
【００２１】
　図１～図３を参照すると、本発明の実施の形態に係る有機発光表示装置は、表示パネル
１０、タイミングコントローラ１１、データ駆動回路１２、ゲート駆動部１３、メモリ１
６、補償部２０、及びセンシング部（ＳＵ）を備えることができる。
【００２２】
　表示パネル１０には、複数のデータライン及びセンシングライン１４Ａ、１４Ｂと、複
数のゲートライン１５が交差され、この交差領域ごとにピクセル（Ｐ）がマトリックス形
態で配置される。
【００２３】
　互いに異なるデータライン１４Ａに接続された２以上のピクセル（Ｐ）が同じセンシン
グラインと同じゲートラインを共有することができる。たとえば、図２のように、互いに
水平に隣接して、同じゲートラインに接続された赤色表示用Ｒピクセル、白い表示用Ｗピ
クセル、緑表示用Ｇピクセル、青表示用Ｂピクセルが一つのセンシングライン１４Ｂ に
共通に接続されることができる。このようにセンシングライン１４Ｂが複数のピクセルの
列ごとに１つずつ割り当てられるセンシングライン共有構造は、表示パネルの開口率を確
保することが容易である。センシングライン構造の下で、センシングライン１４Ｂは、複
数のデータライン１４Ａごとに１つずつ配置されることができる。図面において、センシ
ングライン１４Ｂは、データライン１４Ａと平行に示されているが、データライン１４Ａ
と交差されるように配置することもできる。
【００２４】
　Ｒピクセル、Ｗピクセル、Ｇピクセル、及びＢピクセルは、図２に示すように一つの単
位ピクセルを構成することができる。ただし、単位ピクセルはＲピクセル、Ｇピクセル、
Ｂピクセルで構成されることもある。
【００２５】
　ピクセル（Ｐ）のそれぞれは、示さない電源生成部から高電位駆動電圧（ＥＶＤＤ）と
低電位駆動電圧（ＥＶＳＳ）の供給を受ける。本発明のピクセル（Ｐ）は、駆動時間の経
過及び/又はパネル温度などと環境条件に応じた発光素子の劣化をセンシングするための
適合する回路構造を有することができる。ピクセル（Ｐ）回路の構成は、様々な変形が可
能である。例えば、ピクセル（Ｐ）は、発光素子と駆動素子外に、複数のスイッチ素子と
少なくとも一つ以上のストレージキャパシタを含むことができる。
【００２６】
　タイミングコントローラ１１は、センシング駆動とディスプレイ駆動を決まった制御シ
ーケンスに基づいて時間的に分離することができる。ここで、センシング駆動は、発光素
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子の動作点電圧をセンシングし、それに応じた補償値を更新するための駆動であり、ディ
スプレイ駆動は補償値が反映された入力映像データ（ＤＡＴＡ）を表示パネル１０に書き
込んで映像を再現する駆動である。タイミングコントローラ１１の制御により、センシン
グ駆動は、ディスプレイ駆動が開始される前のブーティング期間で実行されるが、または
ディスプレイ駆動が終わった後のパワーオフ期間で実行されることができる。ブーティン
グ期間は、システムの電源が印加された後から画面がオンになるまでの期間を意味する。
パワーオフ期間は、画面がオフになった後、システムの電源が解除されるまでの期間を意
味する。
【００２７】
　一方、センシング駆動は、システムの電源が印加される途中で表示装置の画面だけオフ
状態、例えば、待機モード、スリープモード、低電力モードなどで実行されることもでき
る。タイミングコントローラ１１は、予め決まった感知プロセスに基づいて待機モード、
スリープモード、低電力モードなどを感知し、センシング駆動のための諸般の動作を制御
することができる。
【００２８】
　タイミングコントローラ１１は、ホストシステムから入力される垂直同期信号（Ｖｓｙ
ｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、ドットクロック信号（ＤＣＬＫ）及びデータイネ
ーブル信号（ＤＥ）などのタイミング信号に基づいてデータ駆動回路１２の動作タイミン
グを制御するためのデータ制御信号（ＤＤＣ）と、ゲート駆動部１３の動作タイミングを
制御するためのゲート制御信号（ＧＤＣ）を生成することができる。タイミングコントロ
ーラ１１は、ディスプレイ駆動のための制御信号（ＤＤＣ、ＧＤＣ）とセンシング駆動の
ための制御信号（ＤＤＣ、ＧＤＣ）を互いに異なるように生成することができる。
【００２９】
　ゲート制御信号（ＧＤＣ）は、ゲートスタートパルス（Gate Start Pulse）、ゲートシ
フトクロック（Gate Shift Clock）などを含む。ゲートスタートパルスは、第１の出力を
生成するゲートステージに印加され、そのゲートステージを制御する。ゲートシフトクロ
ックはゲートステージに共通に入力されるクロック信号としてゲートスタートパルスをシ
フトさせるためのクロック信号である。
【００３０】
　データ制御信号（ＤＤＣ）は、ソーススタートパルス（Source Start Pulse）、ソース
サンプリングクロック（Source Sampling Clock）、及びソース出力イネーブル信号（Sou
rce Output Enable）などを含む。ソーススタートパルスは、データ駆動回路１２のデー
タサンプリング開始タイミングを制御する。ソースサンプリングクロックは、ライジング
またはポーリングエッジに基づいて、データのサンプリングタイミングを制御するクロッ
ク信号である。ソース出力イネーブル信号は、データ駆動回路１２の出力タイミングを制
御する。
【００３１】
　タイミングコントローラ１１は、補償部２０を内蔵することができる。
【００３２】
　補償部２０は、センシング駆動時、発光素子の動作点電圧のセンシングデータ（ＳＤ）
をセンシング部（ＳＵ）から入力を受ける。補償部２０は、センシングデータ（ＳＤ）に
基づいて、発光素子の劣化（つまり、動作点電圧のシフト）による輝度ばらつきを補償す
ることができる補償値を計算し、この補償値をメモリ１６に貯蔵する。メモリ１６に貯蔵
される補償値は、センシング動作が繰り返される毎に更新されることができ、それに応じ
て発光素子の特性ばらつきが容易に補償されることができる。
【００３３】
　補償部２０は、ディスプレイ駆動時、メモリ１６から読み込んだ補正値に基づいて入力
映像のデータ（ＤＡＴＡ）を補正して、データ駆動回路１２に供給する。
【００３４】
　データ駆動回路１２は、少なくとも一つ以上のデータドライバＩＣ（Intergrated Circ
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uit）（ＳＤＩＣ）を含む。このデータドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）には、各データライン
１４Ａに接続された複数のデータ駆動部が内蔵される。データ駆動部は、デジタル－アナ
ログコンバータ（以下、ＤＡＣ）に実現される。データ駆動部（ＤＡＣ）は、ゲート駆動
部１３と一緒にパネル駆動部を構成する。
【００３５】
　データ駆動部（ＤＡＣ）は、ディスプレイ駆動時タイミングコントローラ１１から印加
されるデータのタイミング制御信号（ＤＤＣ）に基づいて入力映像データ（ＤＡＴＡ）を
ディスプレイ用データ電圧に変換してデータライン１４Ａに供給する。一方、データドラ
イバＩＣ（ＳＤＩＣ）のデータ駆動部（ＤＡＣ）は、センシング駆動時タイミングコント
ローラ１１から印加されるデータタイミング制御信号（ＤＤＣ）に基づいてセンシング用
データ電圧を生成して、データライン１４Ａに供給することができる。
【００３６】
　センシング用データ電圧は、オン駆動用データ電圧（図６のＶｏｎ）とオフ駆動用デー
タ電圧（図６のＶｏｆｆ）を含む。オン駆動用データ電圧は、駆動素子のゲート電極に印
加されて駆動素子をターンオンさせる電圧（つまり、ピクセル電流をセッティングするた
めの電圧）であり、オフ駆動用データ電圧は、駆動素子のゲート電極に印加されて駆動素
子をターンオフさせる電圧（つまり、ピクセル電流を遮断するための電圧）である。
【００３７】
　オン駆動用データ電圧は１単位ピクセル内でセンシングの対象となるセンシングピクセ
ルに印加され、オフ駆動用データ電圧は、１単位ピクセル内でセンシングピクセルと共に
センシングライン１４Ｂを共有する非センシングピクセルに印加される。たとえば、図２
において、Ｒピクセルがセンシングされ、Ｗ、Ｇ、Ｂピクセルが非センシングされる場合
、オン駆動用データ電圧は、Ｒピクセルの駆動素子に印加され、オフ駆動用データ電圧は
Ｗ、Ｇ 、Ｂピクセルのそれぞれの駆動素子に印加することができる。
【００３８】
　一方、センシングピクセルにはオン駆動用データ電圧だけでなく、オフ駆動用データ電
圧も印加される。オン駆動用データ電圧はセンシングピクセルにおいてピクセル電流をセ
ッティングする期間の間に供給され、オフ駆動用データ電圧はセンシングピクセルで発光
素子の動作点電圧をサンプリングする期間の間供給することができる。
【００３９】
データドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）には複数のセンシング部（ＳＵ）が実現されることがで
きる。
【００４０】
　各センシング部（ＳＵ）は、センシングライン１４Ｂへの接続と併せて、マルチプレク
サのスイッチ（ＳＳ１～ＳＳｋ）を介してアナログ－デジタルコンバータ（以下、ＡＤＣ
）に選択的に接続することができる。各センシング部（ＳＵ）は、電流積分器、または電
流コンパレータ（Comparator）のような電流－電圧変換器に実現されることができる。各
センシング部（ＳＵ）は、電流センシング型で実現されるので、低電流センシングと高速
センシングに適している。つまり、各センシング部（ＳＵ）を電流センシング型で構成す
るとセンシング時間を減らし、センシング感度を高めるために有利である。 ＡＤＣは、
各センシング部（ＳＵ）から入力されるセンシング電圧をセンシングデータ（ＳＤ）に変
換して補償部２０に出力することができる。
【００４１】
　ゲート駆動部１３は、センシング駆動時のゲート制御信号（ＧＤＣ）に基づいて、セン
シング用ゲート信号を生成した後、ゲートライン（１５（ｉ）～１５（ｉ ＋ ３））に順
次供給することができる。センシング用ゲート信号は、センシング用データ電圧に同期さ
れるセンシング用スキャン信号である。センシング用ゲート信号とセンシング用データ電
圧によって表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）は、順次センシング駆動される。ここで、各表
示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ ＋ ３）は、１ラインに沿って隣接して配置されたＲ、Ｗ、Ｇ、Ｂ
ピクセルの集合体を意味する。センシング用ゲート信号は、オン駆動同データ電圧に同期
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される第１パルス（図６のＰ１）のオンとオフ駆動用データ電圧に同期される第２パルス
（図６のＰ２）を含むことができる。
【００４２】
　ゲート駆動部１３は、ディスプレイ駆動時にゲート制御信号（ＧＤＣ）に基づいて、デ
ィスプレイ用のゲート信号を生成した後、ゲートライン（１５（ｉ）～１５（ｉ ＋ ３）
）に順次供給することができる。ディスプレイ用ゲート信号は、ディスプレイ用データ電
圧に同期されるディスプレイ用スキャン信号である。ディスプレイ用ゲート信号とディス
プレイ用データ電圧によって表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ ＋ ３）は、順次駆動される。
【００４３】
　本発明において、発光素子の動作点電圧をセンシングするためのセンシング駆動シーケ
ンスはＲ、Ｗ、Ｇ、Ｂピクセル別に独立的に実行されることができる。例えば、本発明の
センシング駆動シーケンスは、表示パネル１０のすべての表示ラインを対象にＲピクセル
をライン順次方式でセンシングした後、Ｗピクセルをライン順次方式でセンシングし、次
いでＧピクセルをライン順次方式でセンシングした後、Ｂピクセルをライン順次方式でセ
ンシングすることができる。
【００４４】
　本発明のタイミングコントローラ１１は、パネル駆動部とセンシング部（ＳＵ）の動作
タイミングを適切に制御して、少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンス
をライン順次方式に基づいて、重畳的にシフトさせることで、センシングに要する時間を
短縮することができる。
【００４５】
　本発明のタイミングコントローラ１１は、オン駆動用データ電圧とオフ駆動用データ電
圧の供給タイミングを適切に制御して、ブロック別の重畳駆動方法を実現することもでき
、ライン別の重畳駆動方法を実現することもできる。ブロック別の重畳駆動方法について
は、図８～図１０を介して後述する。そして、ライン別の重畳駆動方法については、図１
１及び図１２を介して後述する。
【００４６】
　図４は、本発明に係るピクセルとセンシング部の一構成例を示す図である。図４は、一
例示に過ぎないので、本発明の技術的思想は、ピクセル（Ｐ）とセンシング部（ＳＵ）の
例示構造に限定されないことに注意しなければならない。
【００４７】
　図４を参照すると、各ピクセル（Ｐ）は、ＯＬＥＤ、駆動ＴＦＴ（Thin Film Transist
or）（ＤＴ）、ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）、第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）、及び
第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）を備えることができる。ピクセル（Ｐ）を構成するＴＦＴ
はｐ型で実現されるか、または、ｎ型で実現されるか、またはｐ型とｎ型が混在したハイ
ブリッドタイプで実現されることができる。また、ピクセル（Ｐ）を構成するＴＦＴの半
導体層は、アモルファスシリコンや、ポリシリコンまたは、酸化物を含むことができる。
【００４８】
　ＯＬＥＤは、ピクセル電流に応じて発光する発光素子である。ＯＬＥＤは、第２ノード
（Ｎ２）に接続されたアノード電極と、低電位駆動電圧（ＥＶＳＳ）の入力端に接続され
たカソード電極と、アノード電極とカソード電極との間に位置する有機化合物層を含む。
　アノード電極とカソード電極、それらの間に存在する複数の絶縁膜によってＯＬＥＤに
は寄生キャパシター（Ｃｏｌｅｄ）　が存在する。ＯＬＥＤ寄生キャパシター（Ｃｏｌｅ
ｄ）の容量は数ｐＦとして、センシングライン１４Ｂに存在する寄生容量である数百～数
千ｐＦに比べて非常に少ない。本発明は、ＯＬＥＤ寄生キャパシター（Ｃｏｌｅｄ）　を
活用した電流センシング方式を介してＯＬＥＤ劣化をセンシングする。したがって、セン
シングライン１４Ｂに充電された電圧をセンシングする従来の電圧センシング方式に比べ
、本発明は、センシング時間を減らすことができ、センシング正確度を高めることができ
る。つまり、本発明は、ＯＬＥＤ寄生キャパシター（Ｃｏｌｅｄ）に蓄積された電荷（Ｏ
ＬＥＤ動作点電圧に該当）を電流センシングを介してセンシングするので、低電流センシ
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ングと高速センシングに有利である。
【００４９】
　駆動ＴＦＴ（ＤＴ）は、ゲート－ソース間電圧（Ｖｇｓ）に応じて、ＯＬＥＤに入力さ
れるピクセル電流を制御する駆動素子である。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）は、第１ノード（Ｎ１
）に接続されたゲート電極、高電位駆動電圧（ＥＶＤＤ）の入力端に接続されたドレイン
電極、及び第２ノード（Ｎ２）に接続されたソース電極を備える。ストレージキャパシタ
（Ｃｓｔ）は、第１ノード（Ｎ１）と第２ノード（Ｎ２）との間に接続される。第１スイ
ッチＴＦＴ（ＳＴ１）は、センシング用ゲート信号（ＳＣＡＮ）に応答してデータライン
１４Ａ上のデータ電圧（Ｖｄａｔａ）を第１ノード（Ｎ１）に印加する。データ電圧（Ｖ
ｄａｔａ）は、センシング用データ電圧として、オン駆動用データ電圧とオフ駆動用デー
タ電圧を含む。第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）はゲートライン１５に接続されたゲート電
極、データライン１４Ａに接続されたドレイン電極、及び第１ノード（Ｎ１）に接続され
たソース電極を備える。第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、センシング用ゲート信号（Ｓ
ＣＡＮ）に応答して、第２ノード（Ｎ２）とセンシングライン１４Ｂとの間の電流の流れ
をスイッチングする。第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、ゲートライン１５に接続された
ゲート電極、センシングライン１４Ｂに接続されたドレイン電極、及び第２ノード（Ｎ２
）に接続されたソース電極を備える。
【００５０】
　センシングユニット（ＳＵ）は、センシングライン１４Ｂを介してピクセル（Ｐ）に接
続される。センシングユニット（ＳＵ）は、電流積分器（ＣＩ）とサンプル＆ホールド部
（ＳＨ）を含むことができる。
【００５１】
　電流積分器（ＣＩ）は、ピクセル（Ｐ）から流入される電流情報（Ｉｐｉｘ）を積分し
てセンシング電圧（Ｖｓｅｎ）を出力する。電流情報（Ｉｐｉｘ）はＯＬＥＤの寄生キャ
パシター（Ｃｏｌｅｄ）に蓄積された電荷量に応じた電流として、ＯＬＥＤの動作点電圧
に比例して増加する。出力端子を介してセンシング電圧（Ｖｓｅｎ）を出力する電流積分
器（ＣＩ）は、アンプ（ＡＭＰ）と、アンプ（ＡＭＰ） の反転入力端子（－）と出力端
子との間に接続された積分キャパシター（Ｃｆｂ）と、積分キャパシター（Ｃｆｂ）の両
端に接続されたリセットスイッチ（ＲＳＴ）を含む。アンプ（ＡＭＰ） の反転入力端子
（－）は、センシングライン１４Ｂを介して第２ノード（Ｎ２）に初期化電圧（Ｖｐｒｅ
）を印加し、センシングライン１４Ｂを介してピクセル（Ｐ）のＯＬＥＤ寄生キャパシタ
ー（Ｃｏｌｅｄ）に充電された電荷の入力を受ける。アンプ（ＡＭＰ）の非反転入力端子
（＋）には、初期化電圧（Ｖｐｒｅ）が入力される。
【００５２】
　電流積分器（ＣＩ）は、サンプル＆ホールド部（ＳＨ）を介してＡＤＣに接続される。
サンプル＆ホールド部（ＳＨ）は、アンプ（ＡＭＰ）から出力されるセンシング電圧（Ｖ
ｓｅｎ）をサンプリングしてサンプリングキャパシタ（Ｃｓ）に貯蔵するサンプリングス
イッチ（ＳＡＭ）、サンプリングコンデンサ（Ｃ）に貯蔵されたセンシング電圧（Ｖｓｅ
ｎ）をＡＤＣに伝達するためのホールディングスイッチ（ＨＯＬＤ）を含む。
【００５３】
　図５及び図６は、ＯＬＥＤ劣化センシング時、図４のピクセルとセンシングユニットの
動作を説明するための図である。
【００５４】
　図５及び図６を参照すると、本発明のセンシング駆動シーケンスは、初期化期間（Ｔａ
）、ブースティング期間（Ｔｂ）、およびサンプリング期間（Ｔｃ）の順に進行され得る
。
【００５５】
　初期化期間（Ｔａ）において、リセットスイッチ（ＲＳＴ）のターンオンにより電流積
分器（ＣＩ）は、利得が１のユニットゲインバッファとして動作して、アンプ（ＡＭＰ）
 の入力端子（＋、－）と出力端子、センシングライン１４Ｂは、すべて基準電圧（Ｖｐ
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ｒｅ）で初期化される。
【００５６】
　初期化期間（Ｔａ）において、データライン１４Ａには、オン駆動用データ電圧（Ｖｏ
ｎ）が印加される。そして、センシング用ゲート信号（ＳＣＡＮ）は、オン駆動用データ
電圧（Ｖｏｎ）に同期してオンレベルの第１ゲートパルス（Ｐ１）に印加されることによ
って、第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）と第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）をターンオンさせ
る。初期化期間（Ｔａ）から、第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）はターンオンされ、データ
ライン１４Ａ上のオン駆動用データ電圧（Ｖｏｎ）を第１ノード（Ｎ１）に印加する。そ
して、第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、ターンオンされてセンシングライン１４Ｂ上の
基準電圧（Ｖｐｒｅ）を第２ノード（Ｎ２）に印加する。その結果、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）
のゲート－ソース間電圧は、ピクセル電流を流すことができるように設定される。
【００５７】
　ブースティング期間（Ｔｂ）でオフレベルのセンシング用ゲート信号（ＳＣＡＮ）に基
づいて、第１及び第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ１、ＳＴ２）がターンオフされる。このとき
、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）のソース - ドレイン間に流れるピクセル電流によって第２ノード
（Ｎ２）の電位、すなわちＯＬＥＤのアノード電位はＯＬＥＤの動作点電圧まで上昇した
後、セチュレーションされる。ＯＬＥＤのアノード電位が動作点電圧まで上昇すると、Ｏ
ＬＥＤを介してピクセル電流が流れ、ＯＬＥＤは発光する。このとき、ＯＬＥＤの寄生キ
ャパシター（Ｃｏｌｅｄ）はＯＬＥＤの動作点電圧に対応する電荷量で充電される。ＯＬ
ＥＤの動作点電圧はＯＬＥＤの劣化に比例して増加し、したがってＯＬＥＤ寄生キャパシ
ター（Ｃｏｌｅｄ）に充電される電荷量も劣化に比例して増加する（Ｑ ＝ Ｃｏｌｅｄ *
 Ｖａｎｏｄｅ）。一方、ブースティング期間（Ｔｂ）で電流積分器（ＣＩ）は、継続し
てユニットゲインバッファとして動作するので、ブースティング期間（Ｔｂ）においてセ
ンシング電圧（Ｖｓｅｎ）は、基準電圧（Ｖｐｒｅ）に出力される。
【００５８】
　サンプリング期間（Ｔｃ）においてオンレベルを有するセンシング用ゲート信号（ＳＣ
ＡＮ）の第２パルス（Ｐ２）に基づいて、第１及び第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ１、ＳＴ２
）がターンオンされ、リセットスイッチ（ＲＳＴ）は、ターンオフされる。このとき、セ
ンシング用ゲート信号（ＳＣＡＮ）の第２パルス（Ｐ２）に同期してデータライン１４Ａ
には、オフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加される。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）は、第１ス
イッチＴＦＴ（ＳＴ１）を介して印加されるオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）に基づい
てターンオフされる。したがって、ＯＬＥＤに印加されるピクセル電流は遮断される。サ
ンプリング期間（Ｔｃ）においては、ピクセル電流を遮断し、ＯＬＥＤ寄生キャパシター
（Ｃｏｌｅｄ）に充電された電荷をセンシングする。ＯＬＥＤ寄生キャパシター（Ｃｏｌ
ｅｄ）に充電された電荷はサンプリング期間（Ｔｃ）で電流積分器（ＣＩ）の積分キャパ
シター（Ｃｆｂ）に移動する。その結果、第２ノード（Ｎ２）の電位は、ブースティング
レベルで初期化電圧（Ｖｐｒｅ）に落ちる。サンプリング期間（Ｔｃ）でアンプ（ＡＭＰ
）の反転入力端子（－）に流入される電荷によって積分キャパシター（Ｃｆｂ）の両端電
位差は、センシング時間が経過すればするほど、すなわち、蓄積される電荷量が増加する
ほど大きくなる。ところが、アンプ（ＡＭＰ）の特性上、反転入力端子（－）と非反転入
力端子（＋）は、仮想接地（Virtual Ground）を介してショートされて互いに電位差が０
であるから、サンプリング期間（Ｔｃ）で反転入力端子（－）の電位は、積分キャパシタ
ー（Ｃｆｂ）の電位差の増加にかかわらず、基準電圧（Ｖｐｒｅ）で維持される。その代
わりに、積分キャパシター（Ｃｆｂ）の両端電位差に対応してアンプ（ＡＭＰ）の出力端
子の電位が低くなる。このような原理でサンプリング期間（Ｔｃ）でセンシングライン１
４Ｂを介して流入される電荷は積分キャパシター（Ｃｆｂ）を介して積分値であるセンシ
ング電圧（Ｖｓｅｎ）に変わり、この場合、センシング電圧（Ｖｓｅｎ）は、基準電圧（
Ｖｐｒｅ）より低い値で出力することができる。これは電流積分器（ＣＩ）の入出力特性
に起因したものである。ブーストレベルで初期化電圧（Ｖｐｒｅ）との間の電位差が大き
いほど、すなわち、ＯＬＥＤの動作点電圧が高いほど基準電圧（Ｖｐｒｅ）とセンシング
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電圧（Ｖｓｅｎ）との間の電位差（△Ｖ１、△Ｖ２）は大きくなる。図６において、点線
は相対的にＯＬＥＤの動作点電圧が高いピクセルの動作波形であり、実線は相対的にＯＬ
ＥＤの動作点電圧が低いピクセルの動作波形である。
【００５９】
　センシング電圧（Ｖｓｅｎ）は、サンプリングスイッチ（ＳＡＭ）を経由して、サンプ
リングキャパシター（Ｃｓ）に貯蔵される。ホールディングスイッチ（ＨＯＬＤ）がター
ンオンされると、サンプリングキャパシター（Ｃｓ）に貯蔵されたセンシング電圧（Ｖｓ
ｅｎ）がホールディングスイッチ（ＨＯＬＤ）を経由してＡＤＣに入力される。センシン
グ電圧（Ｖｓｅｎ）は、ＡＤＣでセンシングデータ（ＳＤ）に変換された後、補償部２０
に出力される。
【００６０】
　このようなセンシング駆動シーケンスに基づいて、各表示ラインに配置された同じ色の
ピクセルは、ライン順次方式でセンシングすることができる。
【００６１】
　図７は、本発明の比較例による有機発光表示装置の一センシング駆動シーケンスを説明
するための図である。
【００６２】
　図７を参照すると、本発明の比較例による有機発光表示装置の一センシング駆動シーケ
ンスは、表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋４）の図６のセンシング駆動シーケンスをライン順次
方式に基づいて非重畳的にシフトさせる。
【００６３】
　すなわち、図７の一センシング駆動シーケンスは、表示ラインＬｉに配置された第１色
ピクセルに対するセンシングを完了した後、表示ラインＬｉ＋１に配置された第１色ピク
セルに対するセンシングを開始する。続いて、表示ラインＬｉ＋１に配置された第１色ピ
クセルに対するセンシングを完了した後、表示ラインＬｉ＋２に配置された第１色ピクセ
ルに対するセンシングを開始する。このような方式で、図７の一センシング駆動シーケン
スは、表示パネルの最後の表示ラインに配置された第１色ピクセルに対するセンシングま
で完了する。第２色乃至第４色ピクセルにおいても、第１色ピクセルと同じ方法でセンシ
ングを行う。
【００６４】
　このように非重畳的であるセンシング駆動シーケンスによると、センシングにかかる時
間が長い。例えば、図７に示すように、１表示ラインの特定色のピクセルのセンシングに
要する時間が６００μｓである場合、５表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋４）の特定の色のピク
セルのセンシングに要する時間は３０００μｓになる。
【００６５】
　図８～図１０は、本発明の一実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シー
ケンスを説明するための図である。
【００６６】
　図８～図１０を参照すると、本発明の一実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシン
グ駆動シーケンスは、センシングに要する時間を減らすために、ブロックごとの重畳駆動
方法を提案する。
【００６７】
　図８のように連続的にセンシング駆動される第１表示ブロックと第２表示ブロックを仮
定するとき、第１及び第２表示ブロックのそれぞれは、センシング駆動シーケンスに基づ
いて順次センシング駆動される５つの表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋４、Ｌｉ＋５～Ｌｉ＋９
）を有することができる。このとき、本発明の一ブロック別の重畳駆動方法は、第１及び
第２表示ブロックのそれぞれに対し、第１センシング駆動される表示ライン（Ｌｉまたは
Ｌｉ＋５）のブースティング期間（Ｔｂ）内で、第２乃至最後のセンシング駆動される表
示ライン（Ｌｉ＋２～Ｌｉ＋４、またはＬｉ＋６～Ｌｉ＋９）の初期化期間（Ｔａ）が順
次シフトされるようにする。
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【００６８】
　このようなブロック別の重畳駆動方法によると、各表示ブロックの特定の色のピクセル
のセンシングに要する時間（つまり、５つの表示ラインのセンシングに要する時間）は８
００μｓとして、図７の非重畳的なセンシング駆動シーケンスに比べてセンシング時間が
８/３０に減る。
【００６９】
　ただし、ブロック別の重畳駆動方法の場合、隣接したブロック間には非重畳的にセンシ
ング駆動を行う。つまり、第１表示ブロックにおいて最後にセンシング駆動される表示ラ
イン（Ｌｉ＋４）のサンプリング期間（Ｔｂ）と、第２表示ブロックで第１センシング駆
動される表示ライン（Ｌｉ＋５）の初期化期間（Ｔａ）は、非重畳するように設計される
。
【００７０】
　このようにする理由は、第１及び第２表示ブロックの各々のセンシング駆動シーケンス
に合わせてきた駆動用のデータ電圧（Ｖｏｎ）とオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）、及
び第１ゲートパルス（Ｐ１）と第２ゲートパルス（Ｐ２）を印加しなければならないから
である。
【００７１】
　このため、本発明のパネル駆動部（つまり、データ駆動部）は、図９Ａ及び図１０のよ
うに、第１区間（ＰＥＤ１）の間、第１表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋
４）のピクセルにピクセル電流をセッティングするためのオン駆動用データ電圧（Ｖｏｎ
）を順次供給し、第１区間（ＰＥＤ１）に続く第２区間（ＰＥＤ２）の間、第１表示ブロ
ックに属する表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋４）のピクセルにピクセル電流を遮断するための
オフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）を順次供給することができる。ここで、第１区間（Ｐ
ＥＤ１）は、第１表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋４）の初期化期間（Ｔ
ａ）が含まれる区間である。そして、第２区間（ＰＥＤ２）は、第１表示ブロックに属す
る表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋４）のサンプリング期間（Ｔｃ）が含まれる区間である。
【００７２】
　このとき、本発明のパネル駆動部（つまり、ゲート駆動部）は、図９Ａ及び図１０のよ
うに、第１区間（ＰＥＤ１）の間、第１表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋
４）のピクセルにオン駆動用のデータ電圧（Ｖｏｎ）に同期される第１ゲートパルス（Ｐ
１）を順次供給し、第２区間（ＰＥＤ２）の間、第１表示ブロックに属する表示ライン（
Ｌｉ～Ｌｉ＋４）のピクセルにオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）に同期される第２ゲー
トパルス（Ｐ２）を順次供給することができる。
【００７３】
　これにより、第１表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋４）のピクセルを対
象に、第１～第５センシング電圧（Ｖｉ～Ｖｉ＋４）がセンシング部から出力される。
【００７４】
　また、本発明のパネル駆動部（つまり、データ駆動部）は、図９Ｂ及び図１０のように
、第３区間（ＰＥＤ３）の間、第２表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ＋５～ＬＩ＋
９）のピクセルにピクセル電流をセッティングするためのオン駆動用データ電圧（Ｖｏｎ
）を順次供給し、第３区間（ＰＥＤ３）に続く第４区間（ＰＥＤ４）の間、第２表示ブロ
ックに属する表示ライン（Ｌｉ＋５～ＬＩ＋９）のピクセルにピクセル電流を遮断するた
めのオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）を順次供給することができる。ここで、第３区間
（ＰＥＤ３）は、第２表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ＋５～ＬＩ＋９）の初期化
期間（Ｔａ）が含まれる区間である。そして、第４区間（ＰＥＤ４）は、第２表示ブロッ
クに属する表示ライン（Ｌｉ＋５～ＬＩ＋９）のサンプリング期間に（Ｔｃ）が含まれる
区間である。
【００７５】
　このとき、本発明のパネル駆動部（つまり、ゲート駆動部）は、図９Ｂ及び図１０のよ
うに、第３区間（ＰＥＤ３）の間、第２表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ＋５～Ｌ
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Ｉ＋９）のピクセルにオン駆動用データ電圧（Ｖｏｎ）に同期される第１ゲートパルス（
Ｐ１）を順次供給し、第４区間（ＰＥＤ４）の間の第２表示ブロックに属する表示ライン
（Ｌｉ＋５～ＬＩ＋９）のピクセルにオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）に同期される第
２ゲートパルス（Ｐ２）を順次供給することができる。
【００７６】
　これにより、第２表示ブロックに属する表示ライン（Ｌｉ＋５～Ｌｉ＋９）のピクセル
を対象に、第６～第１０センシング電圧（Ｖｉ＋５～Ｖｉ＋９）がセンシング部から出力
される。
【００７７】
　一方、本発明の一実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケンスによ
れば、図１０において斜線で示される区間と点で表示された区間のような余剰区間が生じ
る。図１０において斜線で示される区間中にはオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加
されるので、斜線で表示され区間は、後続表示ブロックの初期化期間（Ｔａ）として活用
することができない。また、図１０において、点で表示された区間中にはオン駆動データ
電圧（Ｖｏｎ）が印加されるので、点で表示された区間は、先行表示ブロックのサンプリ
ング期間（Ｔｃ）として活用することができない。センシングに要する時間をさらに減ら
すためには、前述した余剰区間を最大限に削減する必要がある。
【００７８】
　図１１及び図１２は、本発明の他の実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆
動シーケンスを説明するための図である。
【００７９】
　図１１及び図１２は、前述した余剰期間をなくす実施の形態を示す。図１１及び図１２
を参照すると、本発明の他の実施の形態に係る有機発光表示装置のセンシング駆動シーケ
ンスは、センシングに要する時間をさらに減らすためにライン別の重畳駆動方法を提案す
る。ライン別の重畳駆動方法を実現するために、本発明のタイミングコントローラは、す
べての表示ラインのセンシング駆動シーケンスをライン順次方式に基づいて、重畳的にシ
フトさせる。
【００８０】
　このようなライン別センシング駆動シーケンスによれば、図１１及び図１２に示すよう
に後順位でセンシング駆動される表示ラインのそれぞれの初期化期間（Ｔａ）は、直前の
先順位でセンシング駆動される表示ラインのそれぞれのブースティング期間（Ｔｂ）内に
位置することになる。このようなライン別の重畳駆動方法によれば、図１２に示すように
、余剰の期間がなくなるため、各表示ブロックの特定の色のピクセルのセンシングに要す
る時間がさらに減る。
【００８１】
　ただし、ライン別センシング駆動シーケンスを実現するためにはオン駆動用データ電圧
（Ｖｏｎ）とオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）の印加タイミングを適切に合わせなけれ
ばならない。これに対する前提条件として表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）のそれぞれの初
期化期間（Ｔａ）中にはピクセル電流のセッティングのために必ずオン駆動用データ電圧
（Ｖｏｎ）が印加されるべきであり、表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）それぞれのブーステ
ィング期間（Ｔｂ）中にはピクセル電流の遮断のために、必ずオフ駆動用データ電圧（Ｖ
ｏｆｆ）が印加されなければならない。
【００８２】
　このため、本発明のパネル駆動部（つまり、データ駆動部）は、図１１のように表示ラ
イン（Ｌｉ～ＬＩ ＋ ３）のそれぞれの初期化期間（Ｔａ）の間、表示ライン（Ｌｉ～Ｌ
ｉ＋３）のピクセルにピクセル電流をセッティングするためのオン駆動用データ電圧（Ｖ
ｏｎ）を順次供給し、表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）のそれぞれのサンプリング期間（Ｔ
ｃ）の間に表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）のピクセルにピクセル電流を遮断するためのオ
フ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）を順次供給する。
【００８３】
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　図１２のオン駆動用データ電圧（Ｖｏｎ）とオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ）の交互
周期は、図１０のそれに比べ短い。
【００８４】
　このとき、本発明のパネル駆動部（つまり、ゲート駆動部）は、図１１のように表示ラ
イン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）のそれぞれの初期化期間（Ｔａ）の間に表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ
＋３）のピクセルにオン駆動用のデータ電圧（Ｖｏｎ）に同期される第１ゲートパルス（
Ｐ１）を順次供給し、表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）のそれぞれのサンプリング期間（Ｔ
ｃ）の間、表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）のピクセルにオフ駆動用データ電圧（Ｖｏｆｆ
）に同期される第２ゲートパルス（Ｐ２）を順次供給する。
【００８５】
　これにより、表示ライン（Ｌｉ～Ｌｉ＋３）のピクセルを対象に、第１～第４センシン
グ電圧（Ｖｉ～Ｖｉ＋３）がセンシング部から出力される。このような方式で、残りの表
示ラインのピクセルもセンシングされる。
【００８６】
　前述したように、本発明は、少なくとも一部の表示ラインのセンシング駆動シーケンス
をライン順次方式に基づいて、重畳的にシフトさせることで、センシングに要する時間を
減らすことができる。これにより、本発明は、ＯＬＥＤの劣化をセンシングするにあたっ
てセンシング時間を減らしてセンシングライン視認現象のような副作用を最小化すること
で、表示装置の性能を向上させることができる。
【００８７】
　以上で説明した内容を通じて当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で様
々な変更及び修正が可能であることを知ることができる。したがって、本発明の技術的範
囲は、明細書の詳細な説明に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲
によって定めるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】
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